日本脳炎ワクチンを受けるにあたっての説明
●日本脳炎とは？
　　　豚の中で増えた日本脳炎ウイルスが蚊によって媒介することで感染します。
　　　7～10日の潜伏期間の後、高熱・頭痛・嘔吐・意識障害・けいれん等の症状を伴う急性脳炎になります。好発年齢は60歳を中心とした成人と5歳未満の幼児です。以前は小児・学童に好発していましたが、予防接種の普及で減っているものと思われます。
　　　感染者のうち1,000～5,000人に１人が脳炎を発症します。脳炎の他に無菌性髄膜炎や夏風邪様の症状で終わる人もいます。脳炎にかかった時の死亡率は約15％ですが、神経の後遺症を残す人が約50％あります。予防接種を受けることで日本脳炎を予防することができます。
●日本脳炎ワクチンの副反応
　　　2日以内に37.5℃以上の発熱、接種局所の発赤・腫脹（はれ）、発しんなどがみられることがあります。また、70～200万回に1回程度、極めてまれにＡＤＥＭ（急性散在性脳脊髄炎）が発生すると考えられています。
　　　
●予防接種の特例
平成１７年５月３０日から平成２２年３月３１日までの積極的な勧奨の差し控えにより、平成７年４月２日から平成１９年４月１日生まれの人（特例対象者）で、３回（日本脳炎１期）及び１回（日本脳炎２期）の接種を受けていない人は、２０歳未満であれば定期接種として残りの回数分を受けることが可能です。出来るだけ早い時期に接種を行ってください。
●接種に当たっての注意事項
予防接種の実施においては、体調の良い日に行うことが原則です。お子さんの健康状態が良好でない場合には、かかりつけ医に相談の上、接種をするかどうか判断しましょう。
また、お子様が以下の状態の場合には予防接種を受けることができません。
①　明らかに発熱（通常37.5℃以上をいいます）がある場合
②　重篤な急性疾患にかかっていることが明らかな場合
3 受けるべき予防接種の接種液の成分によってアナフィラキシー（ひどいアレルギー反応で汗がたくさん出る、顔が急に腫れる、吐き気、嘔吐など）を起こしたことがある場合
④　明らかに免疫機能に異常のある疾患を有する場合及び免疫抑制をきたす治療を受けている場合
⑤　その他、医師が不適当な状態と判断した場合
●予防接種後の注意事項
1 予防接種を受けた後、30分間程度は医療機関で様子を観察するか、医師とすぐに連絡をとれるようにしておきましょう。
2 接種部位は清潔に保ちましょう。入浴は差し支えありませんが、接種部位をこするのはやめましょう。
3 当日は激しい運動はさけましょう。
4 接種後、接種部位の異常な反応や体調の変化があった場合は、速やかに医師の診察を受けましょう。
